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行政管理班からのお知らせ

【問い合わせ先　総務部　行政管理班　TEL 84-1503】

課名 班名 執務場所 係名 主な業務内容

総務課

行政管理班

☎84-1503

☎84-2477

本庁舎

２階

総務人事係

秘書､名誉町民､姉妹都市､地縁団体､行政区画､区長・

自治会長､人事管理､職員給与､人事評価､固定資産評

価審査委員会

選挙係 選挙

危機管理班

☎84-1533

☎84-1527

本庁舎

２階

防災消防交通係
総合防災計画､消防団､自然災害､交通安全､危機管理、

チャイルドシート貸出

除染対策係
放射能対策､除染対策

放射性物質簡易検査室は北庁舎１階

税務管理班

☎84-1502

本庁舎

１階

民税係 町（県民）税､軽自動車税､仮ナンバー

固定資産税係 土地・家屋評価､償却資産､土地台帳､字限図

納税係 収納､納税組合､町税等の証明

政策財務課

政策企画班

☎84-1504

北庁舎

３階

企画調整係
総合計画・実施計画､国土利用､エネルギー､町民憲

章､国際交流､交通体系､道の駅､行政評価

情報統計係
地域情報化､電算運用管理､個人情報保護､広報発行､

町勢要覧､広聴､統計調査

地域づくり係 地域づくり支援

財務管理班

☎84-1532

北庁舎

３階

財政係 財政計画・調整､予算､決算､地方交付税､指定管理者

管財係 町有財産､入札､契約､庁舎管理､国土調査

生活課

戸籍環境班

☎84-1500

本庁舎

１階

戸籍係
戸籍､住民記録､印鑑登録､埋・火葬許可､外国人､人

権擁護､行政相談

環境係 環境､廃棄物の処理､狂犬病､斎苑管理

福祉健康班

☎84-1522

（健康管理センター）

☎83-1000

本庁舎

１階
社会福祉係

障害者福祉､高齢者福祉､児童福祉､生活保護､民生委

員､母子・寡婦､戦没者､敬老会

健康管理

センター
健康増進係

健康増進､精神保健､健診､予防接種､栄養改善指導､

母子保健､献血

保険年金班

☎84-1501(国保年金）　

☎84-1513(高齢者支援）

本庁舎

１階

国保年金係
国民健康保険､国民年金､高額療養費､葬祭費､出産育

児一時金

高齢者支援係 介護保険､認定申請､後期高齢者医療､地域包括

建設課

都市土木班 

☎84-1506

本庁舎

２階

都市計画係
都市計画区域､土地区画整理事業､都市公園､街並み､

屋外広告

土木建築係 町道・準用河川新設改良

管理係
町道等の土地収用､町有施設維持管理（道路､河川､

都市公園､町営住宅）､除雪､法定外公共物

上下水道班

☎84-1530(業務)

☎84-1531(施設)

北庁舎

１階

業務係 上下水道料金賦課徴収

施設係
上下水道実施設計・施行､維持管理､浄化槽､農集排､

公会計導入

産業課

農林振興班

(農業委員会)

☎84-1505

☎84-1534

本庁舎

２階

振興係
米の生産調整､畜産､病害虫の防除､農振地域､鳥獣､

担い手・集落営農､新規就農､中山間･人･農地プラン

整備係
ため池､農道・林道､農村公園､農地災害､日本型直接

支払

農地管理係
農業委員会､農業資金､結婚相談､農業者年金､農地の

売買・転用､小作料

商工観光班

☎83-5711
東分庁舎

商工係
商工業､消費者行政､雇用､商工金融､中小企業､企業

誘致

観光係 観光､物産､グリーンツーリズム，観光物産協会支援

出納室 ☎84-1508
本庁舎

１階
出納係 現金・物品・有価証券等の出納・保管

議会事務局 ☎84-1507
本庁舎

３階
議事調査係

議会運営､議案・請願・陳情の収受､議会報の発行､

監査委員会事務局
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行政管理班からのお知らせ

課名 班名 執務場所 係名 主な業務内容

教育課

教育総務班 

☎84-3711
南分庁舎

総務係
教育委員会、教育財産の取得・管理、教育行政の調

整、南幼稚園建設

学校教育係 生徒・児童の就学、教科書採択、小・中学校の管理

学校給食センター 

☎83-3620
業務係 給食センター維持・管理、給食の放射能検査

社会文化班 

☎83-3010

中央

公民館

生涯学習係
生涯学習、青少年育成、男女共同参画、社会教育・

体育、図書室、中央公民館

文化振興係 文化財、埋蔵文化財、美術記念館、町史編さん

子ども課

子ども支援班 

☎84-3712
南分庁舎

子育て支援係

子育て支援事業の総合企画及び調整、児童手当・児

童扶養手当・特別児童扶養手当、医療費助成、放課

後こどもクラブ、放課後児童保育

保育支援係

幼・保総合調整、幼児教育ビジョン、幼・保施設管

理、保育料・延長保育料賦課徴収、入園・入所、子

ども子育て支援新制度

ばんげ保育所 

☎83-3202
保育係 保育、入所児童の育児相談、子育て支援

坂下南幼稚園 

☎83-2410
教務係 教務、幼稚園保育、子育て支援

坂下東幼稚園 

☎83-8590
教務係 教務、幼稚園保育、子育て支援

▼執務場所と主な業務内容

４月より新たに南分庁舎を設置します
　平成26年4月から、役場の組織機構の見直しにより、一部の執務室の配置・窓口が変わります。

　新たに南分庁舎（福島銀行旧坂下支店）を設置し、子ども課を新設するとともに、現在中央公

民館、町民体育館を使用している執務室が変わります。

　また、４月からの各課での業務内容と窓口、問い合わせ先をお知らせします。

金銀交流
サロン

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

南分庁舎
(福島銀行 坂下支店)旧

中央公民館

町民体育館

安
兵
衛
通
り

ライヴァン通り

南幹線

駅
前
線

会津
信用
金庫

役場

東
分
庁
舎

中央
公園

ＪＡ
会津みどり

健康管理
センター

中
央
公
民
館

町民
体育館

坂下南

小学校

坂下南

幼稚園

ばんげ

保育所

〒

○教育課教育総務班

○子ども課子ども支援班(新設)

　幼稚園入園、保育所入所、児童手当、医療

　費助成等の窓口はこちらになります。

※建物内の福島銀行ＡＴＭはこれまで同様使用で
　きます。

○教育課社会文化班

　現在の生涯学習班と文化振興班が統合し新

　たに社会文化班とし、中央公民館が執務室

　になります。　

　町史編さん室は現在の視聴覚室（２階）に

　なります。

○坂下コミュニティセンターとＮＰＯ法人スポ

　ーツクラブバンビィの執務室となります。

南分庁舎
福島銀行旧坂下支店
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農業委員会からのお知らせ

この「賃借料情報」は、貸し手と借り手の契約の際の参考として

提供するものです。あくまで参考であり、お互いの話し合いの中で

賃借料を決めてください。

１. 田の部 (単位:円/１０ａ当り）

区 分 賃借料 作物内訳

第１地域 26,000

水稲第２地域 22,000

第３地域 19,000

※水利費は、耕作者が負担することを前提とします。

２．畑の部 賃借料を定めない。

３．農地区分の内訳

区 分 第１地域 第２地域 第３地域

水稲の収量

１０ａ当り
６００㎏

５５０㎏

～６００㎏
５５０㎏

地 区

（大字単位）

旧坂下

牛 川

樋 島

五ノ併

大 沖

羽 林

白 狐

福 原

金 上

宮 古

海老細

新開津

束 原

開 津

青 木

青 津

沼 越

立 川

五 香

御池田

三 谷

中 泉

合 川

八日沢

見 明

塔 寺

新 舘

気多宮

船 杉

大 上

(第２地域以外)

宇 内

(第２地域以外)

勝 大

津 尻

大 上

(県道西側で
栗村堰北側
の区域)

宇 内

(県道西側の
区域及び字
馬場・字北川
前の区域)

長 井

坂 本

高 寺

片 門

束 松
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農業委員会からのお知らせ

農業委員会は、町内各農業関係団体と協議の上、下記のとおり標準協定額を定めましたので、お

知らせいたします。

▼消費税込みの料金となります。

作 業 種 類 単 位 標準協定額 備 考

田 耕 起 10ａ ※ 4,320円

畑 耕 起 10ａ 4,752円 遊休農地の場合は両者協議

水 田 転 作 田 耕 起 10ａ ※ 6,480円 １回耕起の場合は 4,320円

代かき (植代迄 ) 10ａ ※ 6,480円

く ろ つ け 10ｍ 540円

育 苗 １箱
完成苗 648円

発芽苗 432円

直播(点播・条播) 10ａ 4,320円 種もみ代(コーティング含む)は委託者持ち

苗 運 搬 10箱 540円

機 械 田 植 10ａ ※ 5,400円 側条施肥は 1,080円増し

一 般 農 作 業 １時間 800円 不課税

農 薬 ・ 肥 料 散 布 10ａ ※ 1,080円 肥料単品につき(農薬資材は委託者持ち)

畦 畔 草 刈 り １時間 1,543円
草の処分は委託者が行う。自走式とトラク

ターによる草刈りは両者協議とする。

コンバイン(刈取) 10ａ ※ 18,360円 倒伏田・特殊田は当事者協議のこと

籾 運 搬 10ａ 2,160円

籾 乾 燥 調 製
製品(玄米)

１俵当り(60kg)
1,404円

籾殻処理等を含む。

石抜、色彩選別のみの場合は両者協議

麦

刈 取 10ａ 10,800円

乾 燥 ・ 調 製 製品 10kg当り 216円

運 搬 10kg 108円 地区外に運搬した場合

そ ば 刈 取 10ａ 6,480円 乾燥・調製・運搬については麦に準ずる

大 豆 刈 取 10ａ 10,800円

ヘイベーラー (わら梱包 ) １個 270円 ひも代とヘイメーカー代含む

ロ ー ル ベ ー ラ ー １個 270円 ひも代含む。わら製品価格 1 個 360円

精 米 30kg 当り 514円

○※印の作業において、１０ａ以下の圃場については、１０％増しとする。

○コンバインによる倒伏田の料金については、倒伏率分を増額するものとする。

(例：倒伏率 10％＝10％増し・倒伏率 30％＝30％増し・倒伏率 100％＝100％増し)

○圃場条件や労働能力に差異があって、標準料金によりがたい場合は、当事者間でその都度、調整

してください。

○調整水田の田植・刈取作業については、作付け面積の料金とする。

【問い合わせ先　農業委員会　TEL 84-1534】
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施設使用料金等の一部を変更します
平成２６年４月１日から消費税（地方消費税を含む）が、8パーセントに引き上げられる

ことに伴い、施設維持管理のため使用料等の料金が変更になります。

これは、消費税の円滑かつ適正な転嫁を行うこと、また町のサービスを利用するにあた

り公平な税負担を確保するものです。皆様のご理解とご協力をお願いします。

変更後の料金等につきましては、町ホームページまたは各担当班へ問い合わせください。

問い合わせ先 施 設 等

政策企画班

TEL83-1504

○地区コミュニティセンター（若宮・金上・広瀬・川西・八幡・高寺）使用料

※体育館及びグランドを含みます。

○束松振興センター使用料

○坂本コミュニティセンター使用料

農林振興班

TEL84-1505

○農村婦人の家（高寺コミュニティセンター併設）使用料

○農畜産物処理加工施設使用料

○農村環境改善センター使用料

商工観光班

TEL83-5711

○糸桜里の湯ばんげ使用料

○町営スキー場の周辺施設使用料

○勤労者交流センター使用料

建設班

TEL84-1506

○気多宮街なみ交流センター使用料

○都市公園（公園施設・テニスコート・鶴沼球場・町民プール等）使用料

○道路占用料 ※消費税法・道路法施行令の改正に伴い変更

○河川占用流水料

○法定外公共物使用料 ※消費税法・道路法施行令の改正に伴い変更

生涯学習班

TEL83-3010

○中央公民館使用料

○町民体育館使用料

○坂下南小学校校庭夜間照明使用料

文化振興班

TEL83-2234
○五浪美術記念館使用料

行政経営班

TEL84-1532
○行政財産使用料 ※消費税法・道路法施行令の改正に伴い変更

○水道使用料・下水道使用料・農業集落排水施設使用料について

平成 26年 6月分より消費税８パーセントの請求となります。経過措置により４、５月分は５パーセ

ント課税となります。なお、基本料金、従量料金及び人員割は変更ありません。

水道使用料の比較（口径１３ミリの場合） 【単位：円】

使用水量 (基本＋従量)料金 消費税 5％ 現行の料金 消費税 8％ 変更後の料金

～１０㎥ 1,930 90 2,020 150 2
,
080

㎥２０ 3,680 180 3,860 290 3,970

㎥５０ 10,730 530 11,260 850 11,580

上下水道班 TEL84-1530【問い合わせ先】

４月１日から施設使用料金等が変更になります
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行政管理班からのお知らせ

平成２６年の区長・自治会長が決まりました
　平成２６年の各地区の区長・自治会長が決まりましたのでお知らせします。	 	 	 	

　区長・自治会長には、各行政区の代表として住民自治の推進とともに、町への要望の取りまとめや

文書配付など、町行政と地域住民みなさんとの間の連絡調整役として活動をしていただきます。

地 区 行 政 区 区長・自治会長

坂　
　

下

古 坂 下 荒 井 　  仁

上 町 猪 俣 俊 一

桜 木 町 遠 藤  　 尊

緑 町 長 田 守 夫

本 町 江 花 正 勝

橋 本 青 島 秀 夫

仲 町 小 倉 正 義

小 原 髙 橋 政 孝

新 栄 町 佐 藤 憲 一

茶 屋 町 矢 部 哲 雄

柳 町 山 口 孝 輝

諏 訪 町 村 越 徳 榮

鉄 砲 町 大川原　 秀　 雄

新 町 鈴 木 富 也

新 富 町 物 江 政 博

若　
　

宮

牛 沢 大 場 博 之

蛭 川 荒 明 豊 美

勝 方 吉 良 幸 進

大 村 荒 井 安 孝

樋 渡 小 林 　  宏

水 島 五十嵐 　正 　一

大 江 菊 地 一 正

沖 中 野 庄 司

羽 林 山 内 　  浩

矢 ノ 目 目 黒 光 雄

上 金 沢 薄 　  茂 雄

金 沢 大 江 秀 一

上 新 田 山 内 明 夫

中 新 田 関 野 俊 威

中 村 渡 部 久 雄

原 白 井 常 明

金　
　

上

福 原 五十嵐　 正　 廣

金 上 木 戸  　 進

樋 口 分 和泉田　 清 　喜

太 田 谷 地 小 熊 　  太

村 田 青 木 昭 壽

村 田 新 田 吉 井 　  廣

履 形 佐 瀬 澄 夫

海 老 沢 佐 藤 　  充

細 工 名 谷 津 光 夫

束 原 城 取 幸 一

新 村 石 川 裕 子

新 開 津 遠 藤 勝 仁

中 開 津 大 堀 和 彦

上 開 津 武 藤 和 伊

地 区 行 政 区 区長・自治会長

広　

瀬

青 木 松 本 幹 生

青 津 小 池 秀 昭

沼 越 大 竹 敬 子

立 川 大 庭 道 春

五 香 北　 島 　富士雄

御 池 田 二 瓶 義 典

三 谷 佐 藤 康 司

中 政 所 武 藤 清 孝

和 泉 川 原 江 川 春 敏

下 政 所 仙 波 康 信

西 青 津 五十嵐　  　　尚

川　

西

八 日 沢 佐 藤 義 文

見 明 齋 藤 史 隆

大 上 青 山 真 弓

宇 内 松 沢 賢 次

津 尻 前 田  　 弥

長 井 永 山 廣 行

袋 原 関 口 喜 寿

八　

幡

塔 寺 佐 藤 敬 一

塔 寺 二 区 藤 野 雄 二

気 多 宮 酒 井 清 幸

新 舘 三 瓶 博 人

杉 新井田　 高　 雪

船 窪 鈴 木 博 美

大 沢 日　 下 　万亀子

和 泉 小 野 一 則

朝 立 横 田  　 勉

平 井 池 田 英 俊

高　

寺

窪 倉 石 見 　  信

窪 石 川 弘 之

舟 渡 五十嵐 　正　 俊

片 門 早 川 清 隆

洲 走 山ノ内　 正　 彦

赤 城 新 田 赤 城 茂 憲

天 屋 田 部 清 照

本 名 高 梨  　 茂

杉 山 田 中  　 實

(敬称略)

【問い合わせ先】

　総務部行政管理班　TEL 84-1503
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町内の保育所・幼稚園・小学校・

中学校から、子どもたちの学校

での様子をお伝えします！

　2月 3日、坂下南幼稚園で豆まきが行われました。

　園児たちは、自分で作った鬼のお面をかぶり、牛乳パックの入れ物にたくさん

の豆を入れて元気よくお遊戯室に入場しました。園児たちは、「鬼さんにたくさ

んの豆を投げるんだ！鬼がきたら先生を守ってあげる」と意気揚揚、先生から「み

んなのお腹の中にいる泣き虫鬼や、言う事聞かない鬼、怒りんぼ鬼のような悪い

鬼を追い出すために元気よく豆まきをしましょう！」という言葉を合

図に、壁に貼ってある悪い鬼に豆を投げました。

　しばらくすると外の戸が「ガン！ガン！」と鳴り、金棒をもった赤

鬼と青鬼が勢いよく登場しました。元気よく豆まきをしていた園児た

ちですが、鬼をみると追い出すどころか逃げるのに精一杯！中には先

生にしがみつく園児や、端に隠れて泣いている園児も。必至に勇気を

ふりしぼりなんとか鬼を追い出しました。

　その後は、投げた豆を拾いクラスに戻り、園児たちは「年の数より 1つ多く食べるん

だって」と話しながらおいしそうに食べていました。

　
昨
年
か
ら
会
津
の
７
市
町
村

の
商
工
会
な
ど
の
主
催
で
行
わ

れ
て
い
た
「
ぐ
る
っ
と
会
津
ひ

な
め
ぐ
り
」
が
２
月
４
日(

火)

～
３
月
３
日(

月)

ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
津
坂
下
町
で

は
会
津
坂
下
町
商
工
会
の
取
り

組
み
に
応
じ
た
町
内
22
店
舗
の

店
舗
事
業
所
が
各
々
特
長
の
あ

る
お
ひ
な
様
の
展
示
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
以
下
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。

　
旅
館
の
滝
の
湯
で
は
玄
関

ホ
ー
ル
一
杯
に
ひ
な
人
形
と

つ
る
し
び
な
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
つ
る
し
び
な
の
展
示
は
原

発
事
故
で
避
難
さ
れ
て
い
た
葛

尾
村
の
方
か
ら
の
寄
贈
が
キ
ッ

カ
ケ
で
す
。
今
で
は
地
区
の
手

芸
愛
好
家
の
方
々
の
作
品
も
多

数
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
飾
り
付

け
に
あ
る
ね
ず
み
に
は
子
孫
繁

栄
、
野
菜
に
は
食
べ
物
に
困
ら

な
い
、
か
ら
し
に
は
害
虫
を
寄

せ
付
け
な
い
な
ど

の
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。

　
い
し
や
ま
食
堂

の
お
ひ
な
様
は
皇

太
様
・
雅
子
妃
ご

結
婚
の
儀
式
を
モ

デ
ル
に
作
成
さ
れ

た
紙
製
の
も
の
で

す
。

　
マ
ル
ア
イ
種
苗

店
の
お
ひ
な
様
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

手
作
り
で
す
。

　
三
国
屋
呉
服
店

の
お
ひ
な
様
は
大

正
時
代
か
ら
伝
わ
る
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。

　
来
年
は
ど
の
よ
う
な
お
ひ
な

様
が
飾
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
お
ひ
な
様
も
様
々
あ
る
よ

う
で
す
。
寒
い
時
期
で
す
が
、

町
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
「
ひ
な
め

ぐ
り
」
を
通
し
て
季
節
の
行
事

を
感
じ
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

滝の湯のひな人形

いしやま食堂のひな人形

マルアイ種苗店のひな人形三国屋呉服店のひな人形
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んなのお腹の中にいる泣き虫鬼や、言う事聞かない鬼、怒りんぼ鬼のような悪い
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「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業湯川村・会津坂下町共同企画

　今月号の「道の駅インタビューコーナー」は、湯川村老人クラブ連合会の岩沢秀一会長、会津坂下町老人ク
ラブ連合会の石井健一会長からお話を聞きました。道の駅にあってほしい機能、また期待することなどについ
てご意見をいただきました。

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
会
員
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
。

岩
沢

：

湯
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
会

員
数
約
１
３
０
名
で
活
動
し
て
お
り
、
フ
ロ

ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
屋

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
体
育
行
事
、
陶
芸

教
室
や
安
全
教
室
、
ま
た
「
団
子
さ
し
」
と

い
っ
た
季
節
の
行
事
や
昔
遊
び
を
通
し
て
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
会
員
の
中
に
は
、
農
産
物
を
作
っ
て
い
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
。

岩
沢

：

会
員
の
中
に
も
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で

農
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
な
ど
は
Ｊ
Ａ
や

市
場
に
出
荷
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た

野
菜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
集
落
で
は

手
作
り
で
「
ほ
う
き
」
を
作
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

○
さ
て
老
人
ク
ラ
ブ
で
道
の
駅
を
利
用
す
る

場
合
、
ど
ん
な
行
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

岩
沢

：

道
の
駅
は
湯
川
村
の
端
に
あ
る
た

の
中
心
地
に
あ
る
の
で
、
そ
の
立
地
と
地
元

に
あ
る
「
宝
」
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
様
々

な
情
報
を
発
信
し
て
欲
し
い
で
す
。
こ
の
湯

川
・
会
津
坂
下
地
域
は
古
く
か
ら
会
津
の
文

化
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
に
あ
る
神

社
仏
閣
を
10
分
程
度
の
映
像
に
ま
と
め
施
設

内
で
見
せ
れ
ば
、
こ
こ
に
行
き
た
い
と
地
図

を
手
に
と
っ
て
観
光
す
る
方
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
遺
跡
や
名
木
、
伝
説
や

民
話
な
ど
も
紹
介
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ま

た
食
に
つ
い
て
は
、
米
粉
、
小
麦
粉
、
そ
ば

粉
な
ど
「
粉
」
を
使
っ
た
郷
土
食
が
あ
り
ま

す
し
、「
馬
肉
」
も
昔
か
ら
食
べ
続
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
道
の
駅
で
多
く
の
人
が
集
う

「
米
粉
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
馬
肉
サ
ミ
ッ
ト
」、

ま
た
米
粉
や
馬
肉
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
の
開
催
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

○
会
津
坂
下
町
の
中
で
お
勧
め
し
た
い
風
景

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
井
：
道
の
駅
へ
訪
れ
た
方
に
対
し
て
、
こ

れ
か
ら
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
場
所
を
伝

え
る
た
め
、
春
夏
秋
冬
ご
と
の
風
景
を
パ
ネ

ル
や
ポ
ス
タ
ー
で
道
の
駅
の
中
に
展
示
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
図
や

パ
ン
フ
ッ
ト
は
全
て
を
一
つ
に
詰
め
込
む
の

で
は
な
く
「
神
社
寺
院
編
」、「
遺
跡
編
」
な

ど
お
客
様
の
目
的
に
応
じ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
有
料
販
売
し
て
も
い
い
の
で
作
成
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
最
後
に
整
備
さ
れ
る
「
道
の
駅
」
は
、
ど

ん
な
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

石
井
：
こ
の
「
道
の
駅
」
は
旅
の
目
的
に
関

す
る
情
報
の
発
信
基
地
、
起
点
に
な
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
れ
ば
知
り
た

い
情
報
、
ま
た
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
情
報

が
手
に
入
る
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

め
、
講
座
な
ど
を
開
催
す
る
に
は
交
通
手
段

が
な
い
方
に
と
っ
て
は
少
し
不
便
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
近
年
人
気
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
は
、
自
家
用
車
を
使
っ
て
多
く

の
方
々
が
集
ま
る
の
で
、
一
度
は
川
の
駅
の

多
目
的
自
由
広
場
で
開
催
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
の
昼
食
に
も
道
の

駅
を
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
湯
川
村
に
あ
る
特
産
品
、
ま
た
皆
さ
ん
に

お
勧
め
し
た
い
場
所
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
沢

：

湯
川
村
と
言
っ
た
ら
や
は
り
お
米
と

勝
常
寺
の
お
薬
師
さ
ま
で
し
ょ
う
か
。
お
薬

師
さ
ま
は
東
北
の
仏
像
と
し
て
唯
一
の
国
宝

で
す
の
で
、
こ
れ
を
見
て
み
た
い
と
思
い
観

光
バ
ス
な
ど
で
多
く
の
方
が
お
い
で
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
湯
川
村
の
情
報
を
道
の

駅
か
ら
広
く
発
信
し
て
欲
し
い
で
す
。

○
最
後
に
整
備
さ
れ
る
「
道
の
駅
」
は
、
ど

ん
な
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

岩
沢

：

整
備
中
の
「
道
の
駅
」
に
は
様
々
な

施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
運
営
す
る
に
は
人

件
費
や
維
持
費
を
か
け
な
け
れ
ば
出
来
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
経
費

を
補
う
に
は
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
、

取
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
、
お
客
様
を

多
く
集
め
売
上
を
伸
ば
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
い
ろ
い
ろ
な

機
会
を
通
し
、
道
の
駅
で
食
事
し
た
り
、
お

弁
当
を
頼
ん
だ
り
し
て
、
利
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
開
業
し
た
と
き
に
は
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
会
員
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
。

石
井
：
会
津
坂
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

会
員
数
１
５
９
８
名
で
、
老
人
大
学
、
文
化

講
座
へ
の
参
加
、
ま
た
年
２
回
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
、
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
活

動
も
活
発
で
私
が
住
ん
で
い
る
金
上
地
区
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
業
に
協
力

し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
ひ
し

巻
作
り
」
な
ど
を
行
い
交
流
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
健
康
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け

る
た
め
、
熱
中
症
予
防
な
ど
の
講
座
も
行
い

ま
し
た
。

○
会
員
の
中
で
は
、
農
産
物
を
作
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
。

石
井
：
以
前
は
よ
く
見
か
け
た
リ
ヤ
カ
ー
に

野
菜
を
つ
け
て
売
っ
て
い
た
農
家
の
方
も
最

近
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
農
業
は
70

代
で
も
ま
だ
ま
だ
現
役
で
、
稲
作
だ
け
で
は

な
く
野
菜
や
花
を
出
荷
し
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

○
道
の
駅
に
備
え
て
ほ
し
い
機
能
は
あ
り
ま

す
か
。

石
井
：
現
在
整
備
中
の
道
の
駅
は
会
津
盆
地

岩沢秀一さん

石井健一さん
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町史編さんだより

　
　
中
世
―
武
士
の
時
代
へ

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
―
　

�

坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら
　

　
　
あ
る
訪
問
か
ら

　
訪
問
者
（
以
下
、
訪
）「
失
礼
し
ま
す
。
四

十
年
ぶ
り
に
古
里
に
帰
っ
て
き
た
○
○
と
申
し

ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
村
の
歴
史
を
知
り

た
く
て
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
。」
県
外
で
定
年

を
迎
え
、
当
町
へ
戻
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
四
十

年
の
間
に
道
路
は
至
る
所
が
舗
装
さ
れ
、
街
並

み
も
変
わ
り
、
自
分
は
浦
島
太
郎
の
よ
う
だ
と
、

そ
の
人
は
し
み
じ
み
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
職
員
（
以
下
、
職
）「
同
じ
村
の
方
で
、
南

北
朝
時
代(

一
三
三
六
～
一
三
九
二)

の
村
の

事
を
調
べ
た
冊
子
が
あ
り
ま
す
の
で
コ
ピ
ー
し

て
差
し
上
げ
ま
す
。」

　
訪

：

「
自
分
の
住
む
村
の
こ
と
を
知
ら
な
い

で
は
、
近
所
付
合
い
も
う
ま
く
で
き
な
い
と
思

い
ま
し
て
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
職

：

「
こ
の
編
纂
室
を
訪
れ
る
方
は
、
歴
史

上
の
人
物
を
調
べ
て
本
を
作
っ
て
い
る
方
、
古

文
書
を
調
べ
て
い
る
方
、
ご
先
祖
が
収
集
し
た

土
器
や
石
器
を
自
宅
に
保
管
し
て
い
る
方
な
ど
、

皆
さ
ん
様
々
で
す
。
今
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る｢

坂
下
学｣

と
い
う
地
元
の
歴
史
を
学
ぶ

講
座
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る

方
も
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。」

　
訪

：

「
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

　
職

：
「
今
は
、
町
史
の
考
古
資
料
編
を
編
さ

ん
し
て
い
ま
す
。
古
文
書
の
整
理
や
町
広
報
紙

に
町
の
歴
史
を
紹
介
す
る
記
事
も
書
い
て
い
ま

す
。」

戦
や
個
人
の
力
の
及

ば
な
い
天
変
地
異
や

疫
病
な
ど
の
現
実
を

生
き
て
い
た
人
々
に

と
っ
て
は
、
心
清
水

八
幡
神
社
と
と
も
に

何
よ
り
も
生
き
る
力

と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。　
　

　
観
音
堂
や
仏
像
を

造
る
費
用
や
労
役
は
、

中
央
政
府
の
貴
族
が
所
有
す
る
荘
園
で
あ
る
蜷

川
荘(

い
な
が
わ
の
し
ょ
う)

が
負
担
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
或
い
は
、
当
時
の
財
力
の

あ
る
有
力
者
が
安
寧
を
願
っ
て
、
寄
進
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
有
力
者
は
後
世
、

百
姓
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
百
姓
」
い
う
言
葉
は
、
商
人
や
職
人
等
一

般
の
身
分
を
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
貢
を
請

負
う
農
民
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
伊
達
家
法
『
塵
芥
集
』(

一
五
三
六
年
成

立)

に
よ
る
と
、
農
耕
を
主
た
る
生
業
と
し
年

貢
を
納
め
る
者
は
百
姓
と
呼
ば
れ
、
今
の
字
単

位
に
近
い
土
地
を
持
つ
者
も
い
た
よ
う
で
す
。

言
わ
ば
、
農
業
経
営
者
で
す
。
ま
た
、
直
系
、

傍
系
の
家
族
を
統
率
し
、
非
血
縁
の
名
子
や
下

人
と
称
す
る
隷
属
民
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
傍
系
家
族
や
名
子
は
百
姓
に
従
い
つ
つ
、
自

前
の
経
営
を
幾
分
か
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
下

人
は
、
牛
・
馬
と
同
様
な
扱
い
で
、
盗
み
や
売

買
の
対
象
と
見
な
さ
れ
、
逃
亡
し
た
下
人
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
礼
金
が
支
払
わ
れ
た
よ
う
で

す
。
当
時
の
大
小
様
々
な
戦
で
の
捕
虜
や
拉
致

さ
れ
た
女
性
や
子
供
が
各
百
姓
に
売
却
さ
れ
て

下
人
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
金
品
の
貸
借
を
し
て
身
代
金
を

払
い
、
自
由
の
身
に
な
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う

で
す
。

　
そ
れ
故
、
戦
に
駆
り
出
さ
れ
る
百
姓
達
は
常

時
、
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
武
器

を
持
っ
て
訓
練
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
い

つ
自
分
を
含
め
家
族
が
下
人
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
安
か
ら
、
領

主
を
頼
り
、
武
士
化
し
て
い
く
百
姓
も
現
れ
始

め
て
い
ま
す
。」

　
訪

：

「
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
邪
魔

し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　
職

：

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」

　
今
回
の
訪
問
者
の
よ
う
に
、
定
年
な
ど
で
五

十
代
後
半
の
人
々
が
古
里
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

は
、
地
元
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

方
々
は
、
留
守
に
し
た
古
里
を
実
感
す
る
た
め

に
、
家
族
や
地
元
の
同
級
生
・
知
人
と
折
々
語

り
合
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
古
里
に
帰
り
、
地
元
の
歴
史
を
詳
し
く
知
り

た
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
全
国
の
市
町
村
に

増
え
て
く
る
現
象
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
編

さ
ん
室
の
仕
事
が
そ
の
よ
う
な
方
々
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
す
。

�

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　
　
　

�

☎
83
―
２
２
３
４
㈹
　

　
訪

：

「
町
の
歴
史
に
つ
い

て
、
少
し
聞
い
て
も
よ
い
で

す
か
？
」

　
職

：

「
ど
う
ぞ
。
先
の
南

北
朝
時
代
は
、
時
代
区
分
で

は
中
世
に
当
た
り
ま
す
。
鎌

倉
幕
府
か
ら
室
町
時
代
へ
と

政
権
が
移
行
す
る
動
乱
の
時

期
で
す
。
こ
の
会
津
地
方
に

も
そ
の
余
波
が
及
ん
で
い
ま

す
。
政
権
の
主
体
は
平
安
時

代
末
期
か
ら
武
士
階
級
に
代
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。

　『
平
家
物
語
』
に
よ
る
と
、
一
一
八
二
年
に

城
四
郎
長
茂
に
率
い
ら
れ
た
越
後
・
出
羽
・
会

津
四
軍
の
兵
四
万
余
騎
が
源
義
仲
追
討
の
た
め
、

長
野
県
の
横
田
河
原
に
出
兵
し
て
い
ま
す
。

　『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
越
後
街

道
沿
い
に
、
こ
の
城
氏
が
築
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
城
跡
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
内

に
あ
る
国
指
定
史
跡
の
「
陣
が
峯
城
跡
」
や
舟

渡
の｢

雲
雀
が
城
跡｣

な
ど
で
す
。　

　
そ
の
凡
そ
一
〇
〇
年
前
に
は
源
頼
義
・
義
家

父
子
に
よ
る
東
北
地
方
の
蝦
夷(
え
み
し
‐
大

和
朝
廷
に
従
わ
な
い
東
北
地
方
の
住
民
に
用

い
た
呼
称)

征
伐
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
、

東
北
各
地
に
八
幡
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
神
社

の
一
つ
が
塔
寺
の
心

清
水
八
幡
神
社
で
す
。

　
こ
の
塔
寺
に
は
、

一
二
〇
〇
年
頃
の
作

と
伝
わ
る
恵
隆
寺
観

音
堂
の
「
木
造
千
手

観
音
立
像
」(

一
木

造
り)

が
あ
り
ま
す
。

木造千手観音立像と木造
二十八部衆立像（塔寺 )

上 : 国指定史跡 陣が峯城跡（宇内 )
下 : 雲雀が城跡（舟渡）
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食育だより

【問い合わせ先　健康管理センター　TEL 83－1000】

～ＮＰＯ法人農産加工グループＡＫＡＺＡの活動～

私たちグループの名前「ＡＫＡＺＡ
あ か ざ

」は雑草（薬草）の「藜
あかざ

」から付けました。

　花言葉は恥じらい、若葉は食用として、歯

痛、虫刺されなどにも利用される植物です。

古くから干葉にして冬場の保存食としても用

いられており、茎は軽くて丈夫なため「アカ

ザの杖」として利用されてきました。畑など

どこでも見られる雑草です。踏まれても、除

かれてもたくましく自生し、茎は杖となって

人様のお役に立てる「アカザ」が私たちグルー

プの名前の由来です（名前負けでしょうか）。

　「地産地消」をモットーに、ＮＰＯ法人設立

以前から畑を借りてみんなで大豆を植え、「黒豆味噌」、「豆菓子」等を加工、販売していました。

黒豆味噌を使用し、坂下の馬肉を加えて「さくらみそ」が出来ました。少し辛味のある食べ味噌です。

ご飯のお供、もろきゅう、レタス包み、その他いろいろな食べ方が出来ます。

　坂下の特産品「馬肉」を使った「さくらバーガー」はアカザのオリジナル商品として各種イベン

トなどで販売してきました。パテやソースにもさくらみそを使用しています。

　地場の旬の食材を使用し、老いも若きも、障がいのある人たちもいっしょに活動するグループ「Ａ

ＫＡＺＡ」は会津坂下町の特産品とともに駆け続けます。

☆★３月 19 日（食育の日 家庭料理の日）おすすめレシピ★☆

作り方

①山いもは皮をむき 3～4 つくらいに切ってポリ袋(厚め)に入れ、

麵棒などで細かくたたく。

②おくらはがくを切って塩でもみ、さっとゆでて小口切りにする。

③ほうれん草は茹でて 2ｃｍの長さに、わかめはひと口大に切る。

④どんぶりにご飯を盛り、①～③、

納豆を盛り付け、Ａを混ぜ合わ

せて上からかけ、わさびをのせ

細く切ったのりを添える。

材料（４人分）

ごはん 600ｇ

納豆 2 パック

山いも 150ｇ

オクラ 80ｇ

わかめ 100ｇ

だし汁 大さじ２

Ａ
酢 大さじ２/３

醤油 大さじ２

わさび 適量

のり 適量

1 人分 約 346kcal 

塩分 1.4g

食物繊維 6.0g
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図書室だより

中央公民館

図書室だより Vol.45
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

平成 26年度図書ボランティア募集

図書の整理や新聞の切抜き、県立図書館の

移動図書「あづま号」の図書入替え作業な

どをお手伝いしていただける図書ボラン

ティアの方を募集しています。

ご協力いただける方は、中央公民館までご

連絡ください。

※主な活動日は、図書室定休日の

毎月第２火曜日午前中です。

ブックスタート実施のお知らせ

3 月 13 日（木）に、10 か月児健診のお子さんを対象

に絵本を手渡す『ブックスタート』を実施します。

実施場所：健康管理センター

実施時間：10 か月児健診時

a 中央公民館使用制限のお知らせ a

中央公民館の館内一斉清掃を行いますので、下

記の期間は図書室も利用できません。

ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願

いします。

期間：３月 29 日（土）

30 日（日）

～図書室からのお願い～

図書室では、蔵書点検を2月の定休日をはさみ3日間

実施しました。その結果残念ながら、紛失してしまっ

た本や、汚れている、破れているなどの本が多くあり

ました。図書室の資料は町民のみなさんの大切な財産

です。本は一度濡れてしまったり破いてしまったりす

ると、元には戻りません。図書室の資料を末永く、気

持ちよくご利用いただきますよう、ご協力お願いいた

します。

『いのちの木(ポプラせかいの絵本)』

ブリッタ・テッケントラップ

作・絵

森山京 訳

ポプラ社

このほかにも新着本がまだまだあります。
ぜひ、図書室へお越しください !!

小説 『聖なる怠け者の冒険』

森見登美彦 著

朝日新聞出版

社会人 2 年目の小和田君は、休日は眠っ

て過ごすことを愛する筋金入りの怠け者。

「将来お嫁さんを持ったら実現したいこ

とリスト」の改訂にも余念がない。
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TOWN TOPICS

　１月26日、大江区にあります青龍

寺にて文化財火災防御訓練が実施さ

れました。

　昭和24年１月26日に法隆寺金堂の

壁画が焼失したことを受け、毎年こ

の日を「文化財防火デー」と定め、

全国各地で文化財防火訓練を実施し

ております。

　今年も消防署、町消防団による放

水訓練や地元住民による消火器を用

いた初期消火訓練を実施しました。

　先人の残した大切な文化財を後世

に伝えるために、今後もご協力をお

願いいたします。

文化財火災防御訓練を実施

　会津坂下町ボランティアセンター

では、小中学校ＰＴＡをはじめ、自治

会長会、地域づくり協議会など多く

の団体の方々からご協力をいただき

ながら、通学路を中心に冬期間の子

ども達の安全な登下校を確保する活

動を実施しました。

　本事業は、通学路のパトロール、

除雪、危険個所の周知をボランティ

アで行うというものです。今年の経

験を踏まえ、来シーズンも本事業を

継続して実施する予定ですので、よ

り一層のご理解とご協力をよろしく

お願いします。

スノーパトロール！
子ども達の道を拓け

国際ソロプチミストばんげ　様

「現金5万円」

児童図書購入費として

ご寄付に感謝します

㈶青少年交流振興協会

エンジョイゴルフイン会津　様

絵本「日本神話1～4巻」

健全な青少年育成のため

ご寄付に感謝します

▼問い合わせ先

　会津坂下町ボランティアセンター

　TEL 84－2135

　ばんげ保育所の愛情弁当の日が２月６日にありました（年７回）。お母さんやお父さんの愛情がたくさん詰ま

ったお弁当に子どもたちは笑顔いっぱいでした！かわいいキャラクターのお

弁当のためなかなか食べ始められない子どもや、野菜のたくさん入ったお弁

当をモリモリ頬張る子どもなど、保育所が明るい笑顔に包まれる楽しいひと

時になりました！

ばんげ保育所　愛情弁当

坂下南小前バス停待合室前の
除雪作業の様子
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TOWN TOPICS

　「馬刺し」と言えば会津坂下町と言われますが、そ

の振興策はほとんど手つかずの状況でした。町商工会

青年部が中心となり、ばんげ馬刺しの奥深さを掘り起

こそうと事業に取り組み精肉店をはじめ民間団体が馬

刺しのみならず馬肉、馬革での商品開発や新メニュー

開発への機運が高まっています。「馬肉の日：8月29

日」や新メニュー紹介の首都圏イベント参加、馬刺し

薬味の愛称募集、町民への食の意識調査等、事業活動

がかたちに見えてきたことから、意識の高まり意欲的

な姿勢がうまれています。継続的な事業実施により、

馬食文化を継承し地域の多様な資源をつなぎ新たな価

値の創造により地域活性化を図っていきます。

馬刺し薬味のネーミング決定！！

　馬刺し薬味のネーミング募集をしたところ、全国各

地から644件の応募をいただきました。

　審査会において「馬坂美（ばさび）」と決定いたし

ました。

　今後、ロゴやシールなど作成し、PRに活用してい

きます。

町民、食の意識調査！！

　町民の馬食消費についての現状と、全体の食の位置

づけ把握等のため実施いたしました。今後、馬肉の商

品開発やPRについて、戦略立案やマーケティングの

基礎資料として活用していきます。 

▼問い合わせ先

　産業部商工観光班　TEL８３－５７１１

馬食文化継承事業

　生江家は江戸時代に青津組青津村の肝煎(きもいり)

を務め、明治時代のものを含めて二千点近くの古文書

を所蔵しています。古文書がまとまって保管されてい

ることから、旧会津藩の地方行政の変遷が、青津村一

村の事例から知ることができる点が大きな特徴です。

同村の土地、年貢、人口移動等の様子が明治初期まで具

体的にわかります。

　町にはまだ知られていない歴史が多くあります。町

史編さん室ではこうした古文書を整理して、皆様にお

伝えして参ります。

生江敬久家文書を町の文化財に指定

　町では第２次情報化推進計画の重点施策として、

「災害発生時の通信確保に向けた情報ステーション設

置事業」を策定しました。

　これは、災害時に緊急連絡や安全確認を行う連絡手

段確保のため、民間通信事業者と連携して情報ステー

ション機能を整備するものです。

　この度、町では、NTT東日本福島支店及び会津支店

のご支援により、特設公衆電話の環境整備がスタート

することになり、１月23日に覚書の締結を行いました。

（※会津では４例目）

　今後はNTT東日本と協議しながら設置場所等の検討

を行っていきます。

ＮＴＴとの覚書締結式
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※練習日・練習場所は主なものを掲載しています。

※申し込み方法や会費など、詳しくはスポーツ少年団本部まで

お問い合わせください。

▼問い合わせ先

スポーツ少年団本部（中央公民館） TEL 83-3010

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000 円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。

（年間契約の場合、割引有り）

広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづばん

げ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』を掲載し

ています。

只今、平成２６年度半年分の掲載広告を募集していま

す。半年通しての掲載には割り引きもありますので、是非

この機会にご検討ください。

単位団 種目 練習日 練習場所 対象 Ｐ Ｒ

会津坂下
学童野球

軟式野球
水曜日
金曜日
土曜日

町民体育館
（水曜日）

坂下南小校庭
（金・土曜日）

小学 1 年～
小学 6 年

野球の楽しさを教えます。

広瀬サッカー サッカー 日曜日 旧広瀬小校庭 小学生
元気なあいさつ！
とにかくサッカーを楽しも
う！

坂下
ソフトテニス

ソフト
テニス

月曜日
水曜日
日曜日

坂下中テニスコ
ート（日曜日）
坂下南小体育館

（月曜日）
坂下東小体育館

（水曜日）

小学 4 年～
中学 3 年

みんなで楽しくソフトテニ
スの技術向上を図ります。

坂下
バンビィーズ

バレー
ボール

月曜日
木曜日
土曜日

坂下南小体育館 小学生
バレーボールを通して団体
競技の楽しさを教えます。

会津坂下柔道 柔 道

月曜日
火曜日
木曜日
金曜日

坂下警察署 小学 1 年～

全てのスポーツに通用する
基礎運動を中心に、武道と
しての柔道を指導していま
す。

会津坂下
サッカー

サッカー
月曜日
水曜日

坂下南小校庭 小学生
明るく楽しくサッカーして
います。各種大会にも積極
的に参加しています。

坂下東
ソフトボール

ソフト
ボール

土曜日
日曜日

坂下東小校庭
旧金上小校庭

小学生
さあ、みんなでソフトボー
ルをやろう！メンバーがき
みを待っているよ！

坂下ミニバスケ
ットボール

ミニバスケ
ットボール

火曜日
金曜日
土曜日

坂下南小体育館 小学生男女
子供たちの育成に力を入れ
ています。



17

スポーツは楽しいよ!! ～スポーツ少年団団員募集中～

スポーツ少年団では技術の向上のみならず、スポーツの楽しさを知り、礼儀・責任

感・奉仕の精神を養う活動をしています。子どもたちの体力低下がさけばれている中、

スポーツは子どもたちの元気な体と心を育てるために必要なものです。

様々な単位団が様々な種目で活動しています。スポーツ少年団に入団して、たく

さんの友達をつくりましょう！

単位団 種目 練習日 練習場所 対象 Ｐ Ｒ

会津坂下空手道 空 手 金曜日
坂下東小
剣道場

幼稚園年長
～中学生

幼稚園年長から中学生まで
の団員を募集しています。
親子助け合い、協力しなが
ら活動しています。

律心館 剣 道
月曜日
水曜日
金曜日

坂下中体育館
（月・金曜日）
坂下中武道場
（水曜日）

幼・小・中
一般

剣道を通し、子どもたちに
会津魂（仁・義・礼・智・
信）を勉強してもらいたい。

会津
ジュニアダンス

社交ダンス 火曜日
中央公民館 2 階

（火曜日）
幼稚園～
高校生

社交ダンスの基礎から、資
格取得までプロが指導しま
す。運動する楽しさを伝え、
高齢者との交流を図りま
す。

ＡＣバンビィ

バドミ
ントン

火曜日
金曜日

町民体育館 小学 3 年～
楽しく活動中！一緒に練習
参加してみませんか！

スキー
冬期間
土曜日
日曜日

猪苗代スキー場
外

小学 2 年～
会津の自然と友達に！雪に
親しみましょう！

ソフト
テニス

水曜日
土曜日

坂下南小体育館
外

小学 2 年～
コーディネーショントレー
ニングを取り入れた運動能
力向上を目指す。

綱引き
水曜日
土曜日

マルト建設
体育館

｢あいさつ、返事、後片づけ」
が出来るチームづくりを目
指します。

サッカー
火曜日
木曜日

坂下中体育館 幼稚園～

コーディネーションを取り
入れて、楽しく体を動かし
ながら運動機能を高めま
す。

坂下南
ソフトボール

ソフト
ボール

火曜日
木曜日
土曜日

坂下南小校庭
小学 1 年～
小学 6 年

小学 4 年～
小学 6 年

明るく、楽しく、元気よく、
最後まであきらめない！を
モットーに頑張っていま
す。



18

消費税の変更により、4月 1日から指定ごみ袋・ごみ処理シールの価格が変わります

種 別
（消費税８％を含む） （消費税５％を含む）

（可燃・不燃）ごみ袋４０ℓ ５１５円 ５００円

（可燃・不燃）ごみ袋２０ℓ ２５７円 ２５０円

（可燃・不燃）ごみ袋１０ℓ

おむつ専用 ごみ袋２０ℓ
１２８円 １２５円

（可燃・不燃）ごみ処理シール ３０９円 ３００円

※可燃・不燃・おむつ専用ごみ袋は 10 枚で 1 ロールの金額です。ゴミ処理シールは 5枚 1組の金額です。

４月１日から火葬炉の予約方法が変わります

（１）夜間の予約受付をします

　４月から勤務時間外（午後５時１５分～翌日の午前８時３０分）でも火葬の予約ができるように

なります。

　ただし、埋・火葬許可証の発行はこれまで通り午前８時３０分から午後５時１５分となります。

（２）火葬時間（固定化）

○火葬時間

① 10:00 ② 10:30 ③ 11:30 ④ 13:00 ⑤ 13:30 ⑥ 14:30

問い合わせ先 生活部戸籍環境班 TEL８４－１５００

（新）販売価格 （旧）販売価格

　火葬の時間は、下記のとおりです。予約する際にご確認ください。

▼

募　

集

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
の
募
集

　「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
公
益
的
な
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
事
業

費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
４
月
７
日
（
月
）
～

　
　
　
　
４
月
18
日
（
金
）
ま
で

▼
申
請
先
　
政
策
企
画
班

　
ま
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
類
も
置
い
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象
団
体
　

　
公
益
活
動
を
実
施
す
る
団
体
、
行

　
政
区
等

▼
対
象
事
業

　
公
益
的
な
活
動
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域
交
流
、

地
域
課
題
に
対
応
し
た
活
動
事
業

（
従
来
か
ら
の
活
動
や
営
利
目
的
の

活
動
、
他
に
補
助
金
等
を
受
け
て
い

る
活
動
は
対
象
外
）
審
査
委
員
会
が

審
査
し
、
対
象
事
業
を
選
定
し
ま
す
。

▼
補
助
期
間
　

　
原
則
１
年
で
す
が
、
３
年
を
限
度

に
継
続
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
限
度
額
　

　
１
団
体
１
件
に
つ
き
10
万
円
（
食

料
費
・
人
件
費
は
対
象
外
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
政
策
企
画
班
　
☎
84
―

１
５
０
４
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平成 26年度 自衛官採用試験

採用種目 対象年齢 受付期間 試験期日 合格発表

予備自衛官補

一

般

１８歳以上

３４歳未満の者

① 1 月 8 日～4 月２日

② 7 月1 日～9 月 19 日

① ４月 11 日～１５日

② 10 月 3 日～6 日

※いずれか１日を指定し

ます。

① 5 月 16 日

② 11 月 14 日

技

能

18 歳以上で国家免

許資格等を有する

者（資格により 53

歳未満～55 歳未満

の者）

▼問い合わせ先 自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所

（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）TEL 27-6724

※すべて受験料は無料です。

募　

集

会
津
坂
下
町
農
畜
産
物
処
理
加

工
施
設
使
用
者
募
集

　
農
産
物
加
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
町
の
加
工
施
設
を
活
用
し
て
、
町

内
産
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
開
発

や
販
売
を
目
指
す
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

▼
応
募
資
格

　
町
内
産
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品

開
発
・
販
売
を
目
指
す
法
人
そ
の
他

の
団
体
（
個
人
は
不
可
）

▼
必
要
書
類

○
事
業
計
画
書
（
任
意
様
式
）、
定
款

　
等
、
直
近
の
決
算
書
又
は
予
算
書
、

　
そ
の
他
必
要
な
書
類

▼
募
集
期
間

　
３
月
11
日(

火)

～
３
月
31
日(

月)

※
施
設
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
事
前

　
に
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を

　
お
渡
し
し
ま
す
の
で
左
記
に
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
林
振
興
班

　
☎
84
―

１
５
０
５

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒

程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
採
用
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　
申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
総
合
職
試
験(

院
卒
者
試
験
・
大

　
卒
程
度
試
験
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
限

　
４
月
１
日(

火)

午
前
９
時
～

　
４
月
８
日(

火)

ま
で(

受
信
有
効)

○
第
１
次
試
験
：
４
月
27
日(

日)

▼
一
般
職
試
験(

大
卒
程
度
試
験)

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
限

　
４
月
９
日(

水)
午
前
９
時
～

　
４
月
21
日(

月)

ま
で(
受
信
有
効)

○
第
１
次
試
験
　
６
月
15
日(

日)

　
な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験

　
係

　
☎
０
２
２
―

２
２
１
―

２
０
２
２

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/
w
w
w
.jin

ji.g
o
.jp

/
sa
iy
o

　/
sa
iy
o
.h
tm

国
家
公
務
員
採
用
試
験
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健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　
３
月
２
日
（
日
）

▼
場
所
・
時
間
　

　
リ
オ
ン
ド
ー
ル
坂
下
店
　

○
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
前
12
時
30
分

○
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

▼
対
象

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
健
康
増
進
班
　
☎
83
―

１
０
０
０

暮
ら
し

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
計
画
の
策
定
に
向
け
、
高
齢
者

の
生
活
状
態
に
合
っ
た
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４

月
上
旬
に
調
査
票
を
郵
送
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
、
調
査
票
の
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
、
65
歳

以
上
の
町
民
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
約
１
０
０
０
人
。

▼
回
答
方
法

　
区
長
・
自
治
会
長
へ
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
年
金
班
（
⑤
番
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
１
３

今
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

を
再
開
し
ま
す

　
メ
ー
タ
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
冬
期
間
推
定
で
い
た
だ
い
て
い
た

上
下
水
道
料
金
の
過
不
足
に
つ
い
て

は
、
４
月
以
降
の
上
下
水
道
料
金
で

精
算
し
ま
す
。

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

　
お
願
い
致
し
ま
す

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
雪
や

　
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、
い

　
つ
も
清
潔
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

　
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
を

　
と
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
転
居
の
連
絡
は
お
早
め
に

　
毎
年
３
月
・
４
月
は
、
転
入
転
出

が
多
く
な
り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
申

込
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

上
下
水
道
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
等
の
所
有
者
の

　
方
へ
お
願
い

　
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
等
の
入
居
者
が

引
越
し
す
る
場
合
に
、
上
下
水
道
料

金
の
精
算
を
済
ま
せ
た
か
確
認
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
居
者
が
精
算
し
な
い
で

引
越
し
た
場
合
に
は
、
転
居
先
（
住

所
・
電
話
番
号
）
を
お
聞
き
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
建
物
を
売
買
・
相
続
さ
れ
た
方
へ

　
建
物
に
付
随
す
る
水
道
も
、
所
有

者
（
使
用
者
）
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。
早
め
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
班
　
☎
84
―

１
５
３
０

中
央
公
民
館
一
斉
清
掃

　
中
央
公
民
館
の
館
内
一
斉
清
掃
を

行
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
期
間
全
館

の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
図
書
室
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
使
用
で
き
な
い
日

○
全
館
　

　
３
月
29
日
（
土
）
30
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館
　
☎
83
―

３
０
１
０
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暮
ら
し

中
小
企
業
な
ど
の
二
重
債
務
問

題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
東
日
本
大
震
災
や
風
評
な
ど
の
原

子
力
災
害
に
よ
り
、
事
業
活
動
に
影

響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
二
重
債
務

問
題
や
事
業
再
開
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家
に
よ
る
支

援
を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
相
談

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
は
県
経
営
金
融
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　
午
前
８
時
30
分
～

�

午
後
５
時
15
分
　

　
☎
０
２
４
―

５
７
３
―

２
５
６
１

○
ア
ン
ケ
ー
ト
や
支
援
事
例

　
福
島
県
経
営
金
融
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
又
は
、
福
島
県
経
営
金
融
課
二

重
債
務
解
決
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

催
し
・
講
座

２
０
１
４
第
10
回
『
高
寺
山
』

（
会
津
一
早
い
）
山
開
き
開
催

ば
ん
げ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
事

業　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
「
福
が
満
開
、

福
の
し
ま
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
全
国
規
模
の
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
ふ
く
し
ま
デ
ィ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
「
花
」
で

す
。
福
島
県
観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
委
員
会
よ
り
、「
花
の
王
国
ふ
く

し
ま
」
花
い
っ
ぱ
い
お
も
て
な
し
運

動
事
業
と
し
て
県
内
各
種
団
体
等
の

申
請
で
、
花
苗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を

購
入
す
る
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
街
な
か
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
や
駅
前
、
役
場
前
な
ど
を
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
に
し
て
お
客
様
を
お
も
て

な
し
す
る
た
め
、
花
苗
、
プ
ラ
ン
タ

ー
、
土
を
、
左
記
の
と
お
り
無
償
で

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
配
布
日
時
　
３
月
30
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▼
配
布
場
所
　
東
分
庁
舎
駐
車
場

▼
配
布
　
花
苗
３
本
、
プ
ラ
ン
タ
ー

　
１
個
、
土
１
袋

※
お
一
人
様
２
セ
ッ
ト
ま
で
（
進
呈
）

▼
条
件
　

①
町
内
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し

　
た
店
舗
、
世
帯
の
方

②
水
や
り
等
管
理
で
き
る
方

▼
数
量
　
１
５
０
セ
ッ
ト

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
20
日(

木)

ま
で
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
と
し
て
公
開
し
て
も
よ
い
方

も
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

　
ズ
ム
促
進
委
員
会

（
事
務
局
：
産
業
部
商
工
観
光
班
）

　
☎
83
―

５
７
１
１

　
FAX
　83
―

５
７
１
３

　
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
と
豊
か
な
自

然
の
高
寺
山
の
山
開
き
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
４
月
13
日
（
日
）

　
※
雨
天
決
行

▼
受
付
　
午
前
８
時
～
受
付
開
始

▼
集
合
場
所
　 

町
営
ス
キ
ー
場
（
見

　
明
）

▼
日
程
　

○
山
開
き
式
典
　
午
前
８
時
50
分

○
登
山
開
始
　
午
前
９
時
30
分

○
お
楽
し
み
抽
選
発
表
会
　

　
午
前
11
時
30
分

▼
主
催
　

　
高
寺
山
山
開
き
実
行
委
員
会

○
先
着
４
０
０
人
に
記
念
バ
ッ
ジ
を

　
贈
呈
し
ま
す
。

○
糸
桜
里
の
湯
入
浴
割
引
券
を
贈
呈

　
い
た
し
ま
す
。

○
駐
車
場
は
、
町
営
ス
キ
ー
場
、
会

　
津
自
然
の
家
、
福
島
県
農
業
総
合

　
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
会
津
自
然
の
家
、

　
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐

　
車
場
に
つ
い
て
は
、
ワ
ゴ
ン
車
で
、

　
会
場
ま
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
直

　
接
受
付
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
登
山
は
自
己
責
任
で
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。（
保
険
の
加
入
は
し
ま

　
せ
ん
）

※
長
靴
で
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま

　
す
。

※
山
開
き
前
日
、
会
津
自
然
の
家
に

　
宿
泊
も
出
来
ま
す
。
宿
泊
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
４
月
６
日
（
日
）

　
ま
で
会
津
自
然
の
家
に
直
接
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
自
然
の
家

　
☎
83
―

２
４
８
０

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４

　
教
育
部
文
化
振
興
班

　
☎
83
―

２
２
３
４

　
教
育
部
生
涯
学
習
班

　
☎
83
―

３
０
１
０

　
産
業
部
商
工
観
光
班

　
☎
83
―

５
７
１
１

　
観
光
物
産
協
会

　
☎
83
―

２
１
１
１

対 象 年 齢：おおむね６０歳以上で、働く意欲のある健康な方ならどなたでも

配 分 金：自分が働いた仕事に応じ、配分金が支払われます

年 会 費：会費 1,000 円、傷害保険 2,000 円、互助会費 1,000 円 計 4,000 円

その他の活動：交流会 技能講習 ボランティア

入会手続き：会津坂下町シルバー人材センター 電話８３－０１９９ （町雇用推進協議会からの情報提供です）
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

在
宅
介
護
技
術
講
習
会

　
介
護
技
術
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

　
町
民
の
方
ど
な
た
で
も
、
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
25
日
（
火
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
内
容
　
介
護
者
の
基
本
姿
勢
等
の

理
解
と
、
シ
ー
ツ
・
寝
巻
き
交
換
、

杖
・
車
い
す
・
ベ
ッ
ト
介
助
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
昼
食
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　

　
会
津
坂
下
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
３
月
17
日
（
月
）

　
※
先
着
25
名

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
会
津
坂
下
町
シ
ル

　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

０
１
９
９

催
し
・
講
座

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

そ
の
他

　
い
つ
も
、
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
当
館
は
、
定
期
配
管
清
掃
を
お
こ

な
う
た
め
３
月
10
日
（
月
）
と
３
月

11
日
（
火
）
の
２
日
間
お
休
み
と
な

り
ま
す
。
３
月
12
日
（
水
）
午
前
９

時
よ
り
通
常
営
業
い
た
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
春
日
八
郎
お
も
い
で
館
よ
り

　
現
在
、
冬
期
間
休
館
中
の
春
日
八

郎
お
も
い
で
館
は
、
３
月
９
日
（
日
）

か
ら
再
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
・
春
日
八
郎

　
お
も
い
で
館
指
定
管
理
者
㈱
会
津

　
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス
　

　
☎
83
―

１
１
５
１

坂
下
警
察
署
か
ら

注　

意

　
会
津
坂
下
町
で
は
１
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
７
件
あ
り
ま
し
た
。

◎
子
ど
も
に
「
い
か
の
お
す
し
」
を

教
え
ま
し
よ
う
。

　
今
年
に
入
り
、
他
県
に
お
い
て
、

小
学
生
の
女
の
子
が
連
れ
去
ら
れ
監

禁
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
相
次
い
で

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
の
い

る
家
庭
で
は
、
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、

左
記
の
合
言
葉
を
親
子
で
復
唱
す
る

な
ど
し
て
、
身
を
守
る
教
育
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
「
い
か
」・
・
・
い
か
な
い

　
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な

い
。

　
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
に
は
い
か
な
い
。

◎
「
の
」・
・
・
の
ら
な
い

　
知
ら
な
い
人
の
車
に
は
乗
ら
な
い
。

◎
「
お
」
お
お
き
な
声
で
さ
け
ぶ

　
あ
ぶ
な
く
な
っ
た
ら
大
き
な
声
で

さ
け
ぶ
。

◎
「
す
」・
・
・
す
ぐ
に
に
げ
る

　
と
に
か
く
人
の
い
る
と
こ
ろ
に
す

ぐ
に
げ
る
。

◎
「
し
」・
・
・
し
ら
せ
る

　
近
く
の
大
人
や
警
察
（
１
１
０

番
）、
家
の
人
、
学
校
に
知
ら
せ
る
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成26年１月末現在)

区　分 管  内 会津坂下町 区　分 管  内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 車 上 ね ら い

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強制わいせつ

自 動 車 盗 街頭犯罪合計 0 0

オートバイ盗 その他刑法犯等 7 7

自 転 車 盗 全 刑 法 犯 7 7

五浪美術記念館より

※ は休館日です。

『常設展』

3 月 23 日（日）まで

『斎藤清 木版画展』

4 月 19 日（土）～6 月 15 日（日）

4 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

3 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

行政書士会による

相談会

 4 月 3 日（木）

午前 9 時30分　　

　　　　　～正午

場　保健福祉センター

問　社会福祉協議会

　　TEL 83-1368

売買契約書、土地建物の許認可、遺言・相続・

離婚等の書類作成や、申請手続きなどの相談

に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

  4月11日（金）

午前10時　　　　

　　　～午後 3 時

場　保健福祉センター

問　社会福祉協議会

　　TEL 83-1368

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごとなど

お気軽にご相談ください。

前日までにお申し込み下さい。

すこやかキッズ

 3 月13日（木）

午前10時～　　　

　　　　11時30分
場　健康管理センター

問　 TEL 83-1000

※申込みはいりません

対　 0  ～ 1 ・ 1 ～ 2 歳の子供と保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び

 3 月27日（木）

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　 2 歳～幼稚園入園前の子供と保護者

持　オムツ・飲み物

内　親子３Ｂ体操

福島県弁護士会

高齢者・障害者

無料電話法律相談

 【相談時間帯】

平日(祝日除く)

午前 9 時30分～　

　　午後 4 時30分

福島県弁護士会高齢者

・障害者権利擁護支援

センター

①受付窓口に電話申込

TEL　024-533-5048

②担当弁護士からの折

返し電話で電話相談

（申込から原則48時間

以内に折返します）

高齢者・障害者に関わる法律相談一般が対象

です。

・ご高齢や障がいをお持ちの方からのご相談

・支援をされている方からのご相談

・消費者被害、遺言・相続、成年後見、財産

　管理、虐待被害など分野は問いません。

・相談料金は無料になります（同一相談につ

　き 1 回30分程度）。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝申込期日　費＝参加費　対＝対象者　持＝持参物

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000 円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。

（年間契約の場合、割引有り）

広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづばん

げ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』を掲載し

ています。

只今、平成２６年度分の掲載広告を募集しています。

年間通しての掲載には割り引きもありますので、是非

この機会にご検討ください。３月２６日まで！
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【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84－1501】

新たに 70 歳になる方から一部負担金の割合が変更になります

平成 26年 4月 1日から、新たに 70歳になる方の、医療機関にかかる際の一部負担金の割合が、変更

になります。それぞれの負担割合については、下記表を参照してください。

・平成 26年 4月 1日時点で満 70 歳以上の方 ： 75歳到達まで特例措置により 1割

・平成 26年 4月 2日以降満 70歳になる方 ： 法定給付通り 2割

誕生日 平成 26 年 3 月診療分 平成 26 年 4 月診療分 平成 26 年 5 月以降診療分

昭和 19年 3月 2日から

昭和 19年 4月 1日まで
3割

2割

（75歳到達まで特例措

置により 1割）

2割

（75歳到達まで特例措置

により 1割）

昭和 19年 4月 2日から

昭和 19年 5月 1日まで
3割 3割 2割

以降、70歳の誕生日の翌月（1日が誕生日の方はその月）から適用になります。

国民健康保険高齢受給者証
交付年月日 平成２６年 ４月 １日

記号 島４７ 番号 ００００００００

男

女

男

女

生年
月日

昭和○年△月××日

一部負担金
の割合

発行期日 平成26年4月1日

有効期限 平成26年7月31日

保険者番号
並びに保険
者の名称及

び印

会津坂下町 印

70 歳から 74 歳の方の一部負担金の割合が据え置きになります

70 歳以上 74歳以下の方の、医療機関にかかる際の一部負担金の割合が、平成 26年 4月１日から変更

になる予定でしたが、現在のまま据え置きになります。伴いまして、国民健康保険に加入している方の

『高齢受給者証』が新しくなります。

※現在の一部負担金の割合が 3割の方の変更はあり

ません。

　新しい高齢受給者証は、4 月 1 日よりお使いいただける

よう、3 月中旬に世帯主宛に送付いたします。古い高齢受

給者証は、シュレッダーやハサミで細かく刻み、ご自分で

処分してください。どうしても不安な方は、直接役場窓口

にお持ちください。責任をもって処分させていただきます。

現在の負担割合
2 割

（平成 26 年 3 月 31 日までは 1 割）

新しい負担割合
2 割

（75 歳到達まで特例措置により 1 割）

医療機関での負担割合です。

この内容が変更になります。

変更内容は下の表をご覧ください。
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3 月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

３月11日(火) ～４月13日(日)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（２月１日現在）

人　口………16,598人（－� 7）

　男　………  7,927人（－13）

　女　………  8,671人（＋� 6）

世帯数………  5,399戸（±� 0）

今月の納税【納期限３月31日(月)】

●住宅使用料

●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（3/11 ～ 4/13）

3/16日・21金・23日・30日

ナリタエンター  ℡ 83-2009

4/6日・13日

上下水道班　℡ 84-1530

1/21 ～ 2/20届出分

戸籍の窓口

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

お誕生おめでとう

地　区　　　名　前� （保護者）
古坂下	 峯　岸　　　大

だい

�（   賢   ）
天　屋	 満　田　凛

りん

　華
か

�（好  行）
古坂下	 栗谷川　謙

けん

　太
た

�（貴  志）
茶屋町	 目　黒　七

なな

　海
み

�（俊  市）
古坂下	 大　江　結

ゆ

　衣
い

�（秀  和）
長　井	 関　口　愛

あい

　実
み

�（   篤   ）
沼　越	 五十嵐　柚

ゆず

　愛
あ

�（豊  明）
新富町	 栗　城　桜

さ

　羽
わ

�（一  也）
桜木町	 阿　部　　　楓

かえで

�（貴  優）

ごめい福をお祈りします

乳幼児健康診査
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間 午後 1時～1時 30分

事 業 名 月 日 対 象 者

4か月児

3 月 11 日(火)
平成 25 年 10 月 15 日

～平成25年11月14 日生

4 月 8 日(火)
平成 25 年 11 月 15 日

～平成25年12月14日生

10 か月児 3 月 13 日(木) 平成 25 年 4・5 月生

1歳 6 か月児 3 月 18 日(火) 平成 24 年 8・9 月生

乳幼児健康

・栄養相談
4 月 11 日(金)

月齢・年齢は問いません。育児につ

いての相談を希望する方。

離乳食教室
4 月 11 日(金)

午後2時30分～

平成 25 年 7 月 15 日

～平成 25 年 9月 14 日生

休日救急診療当番

※ 変更になる場合があります。

救 急 病 院

3 月 16 日(日) 菅原医院 ☎83-2311

3 月 30 日(日) 星医院 ☎83-2136

坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果 (2月13日）】
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時

年 月 数値 調査地点 数値 調査地点 数値

2 月 1 日 0.043 坂下東小学校 0.077 坂下東幼稚園 0.077

1 月 8 日 0.056 坂下南小学校 0.066 坂下南幼稚園 0.054

12月 1日 0.090 坂下中学校 0.046 ばんげ保育所 0.030

11月 1日 0.090 えくぼ遊育園 0.073

10月 1日 0.093 ▼問い合わせ先 放射能対策室 TEL84-1527

※４月から受付時間が午後１時～１時20分に変更になります。

緑　町	 武　田　明　雄�（80歳）
八日沢	 二　瓶　ウシノ�（88歳）
新富町	 上　野　ミネコ�（78歳）
杉　山	 渡　部　勝　美�（83歳）
柳　町	 遠　藤　武　司�（71歳）
　原	 辻　　　祐　美�（47歳）
新　町	 　　明　政　衛�（83歳）
青　木	 佐　藤　弘　道�（80歳）
古坂下	 永　井　良　子�（82歳）
桜木町	 唐　司　シサノ�（99歳）
福　原	 佐　藤　金　子�（89歳）
勝　方	 渡　部　冨治雄�（87歳）
塔　寺	 蓮　沼　德　司�（77歳）
塔　寺	 鈴　木　マ　キ�（92歳）
上開津	 佐　藤　　　章�（62歳）
塔　寺	 稲　村　　　衛�（83歳）
牛　沢	 渡　辺　　　昭�（68歳）
新　舘	 柳　田　忠　咉�（95歳）
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　第６回会津坂下町フォトコンテストの審査会が開催され、入賞作品が決定しました。応募された作品はどれも

素晴らしいもので、審査員の皆さんも頭を悩ませながらも一枚一枚真剣に厳正に審査していました。

　入賞された皆さんおめでとうございます。また、ご応募いただいた皆さんありがとうございました。

　入賞作品は「中央公民館」に３月末まで展示しておりますので、どうぞご覧ください。

「自然・風景　部門」

作品タイトル 氏 名（住所）

最優秀賞 肥沃な大地に咲く 栗 村 健 治（会津若松市）

優 秀 賞 朝霧 冨士川 忠志（福島市）

入 選 外灯のきれいな坂下町内 佐 山 勝 信 (会津若松市)

入 選 穣りの会津坂下町 山 口 了 二 (東京都国分寺市) 

入 選 コスモス 坂 本 チ ヨ (福島市)

「人物・くらし部門」

作品タイトル 氏 名（住所）

最優秀賞 祈りの山門 山 口 了 二 (東京都国分寺市)

優 秀 賞 御田植祭 小田島 守明（郡山市）

入 選 公園に感(歓)声ひびく 栗 村 健 治（会津若松市）

肥沃な大地に咲く

祈りの山門

朝霧

外灯のきれいな坂下町内

穣りの会津坂下町

コスモス

御田植祭

公園に感(歓)声ひびく


